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はじめに． ITスキル研究フォーラムの概要

名称 特定非営利活動法人 ITスキル研究フォーラム

略称 ｉＳＲＦ（アイサーフ）

主たる
活動と
事業

①エンジニアを対象とした毎年夏の「全国スキル
調査」の実施と分析情報のメディアへの発信

②セミナー、Webサイト、メールマガジン「iSRF
通信」などによる人材育成情報の発信

③ 「ITSS-DS」,「ETSS-DS」,「UISS-DS」による
企業への有料スキル診断の提供

役員 理事長 田口 潤 （株）インプレス
副理事長 清水 康雄 （株）ザ・ネット
理事 福嶋 義弘
理事 石川 拓夫 （株）日立建機
理事 福島 正大 （株）日経ＢＰマーケティング
監事 板垣 信弘 （株）ザ・ネット

事務局 株式会社日経ＢＰマーケティング
事務局長 森田 哲也

沿革 2003年12月、日経ＢＰ社、ザ・ネット、日経ＢＰマーケティングの
３社で構成する任意団体として設立

2008年4月、有限責任事業組合（LLP）として改組

2010年4月、特定非営利活動法人（NPO法人）として改組

体制

★ ITスキル研究フォーラム（iSRF）は、
IT人材の高度化とIT産業の競争力強化に貢献します。
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１．スキル標準をそのまま利用

業界内での位置付けが明確化され、市場との優位性の判断ができる。

メリット：業界での位置付けが分かる。導入が簡易。
デメリット：自社固有のビジネス領域に対するスキル粒度が合わない場合がある。

２．スキル標準を参照モデルとして、企業独自なものを策定

自社のビジネス戦略に沿った独自の基準を作る考え方（カスタマイズ）。

メリット：企業の経営方針や評価制度などに重点を置いた活用が可能となる。
デメリット：業界との市場比較ができない。

自社向けにカスタマイズするのが難しく多大な労力を必要とする。

活用目的により選定

◆スキル標準 ２つの活用視点
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診断ツール ：

診断ツール ：
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各立場から見た ITSS-DS 導入の意義
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個人（受診者）から見た ITSS-DS導入の意義

“スキルのたな卸し”だけでなく、“もっとできる人材”になるための道筋が自分自身で見えてきます

自分に足りないスキルを把握し、

『ITのプロフェショナルとして
どのような方向に進むべきか』

そして

『それには何をマスターすれば
良いか』

を考える指標に活用できる

個人にとって

《受診結果を見れば》

☆自分自身の強み、弱みがわかる

☆不足しているスキルがわかる

《それによって》

☆自分に必要な研修は何かがわかる

☆キャリアパスを描く材料が手に入る
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人材育成ご担当者（管理者）から見た ITSS-DS導入の意義

“見える化されたデータ”を基に具体的な教育研修の企画ができ、さらに中長期の育成ロードマップ
も見えてきます

社員各自および社内全体の
スキルレベルを把握し、

組織としての強み・弱みを踏ま
えた上で、

効果的な研修計画を策定する
ための指標に活用できる

人材育成ご担当者
にとって

《受診結果を見れば》

☆社員各自の強み、弱みがわかる

☆自社の人材リソースの全体像と
スキル分布が分かる

【キャリアポートフォリオ】
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組織（部門長）から見た ITSS-DS導入の意義

自部門の“強み”“弱み”とスキルの分布が一目瞭然。そこから育成ポイントの把握と人材の
適正配置が容易になります

部門にとって
『必要なのに足りないスキル』
を把握し、

人材の適正配置や教育で
『パフォーマンスの高い部署』
に転換を図るための指標に
活用できる

組織（部門長）
にとって

《受診結果を見れば》

☆部門の各人の強み、弱みがわかる

☆他社、他部門と共通指標に基づく
人材リソースの比較ができ、人材の
過不足、そして部門としての強み、
弱みが分かる

【タスクポートフォリオ】
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会社（経営層）から見た ITSS-DS導入の意義

組織・人材戦略構築のためには、まず“現状把握”が必須。<ITSS-DS>では必要なデータを
『見える化』『数値化』で提供します

・3～5年後に必要な人材は何か

・自社の人材競争力はどの程度か

・補強ポイントは何か

などの組織・人材戦略構築の際に
欠かせない現状データが
<ITSS-DS>で得られます

経営層にとって

《受診結果を見れば》

☆人材構成の理想像と現実の
ギャップが明らかになる
☆新人採用の際の、補強ポイント
と人員数を求める参考指標になる
☆外部調達の際にも、『今必要な
人材は何か』が一目瞭然
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ITSS-DS Ver.7 概要
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スキル診断「ITSS-DS Ver.7」の特長

①ITエンジニアの実務能力を総合的に診断
※IPAより公開されたｉコンピテンシ ディクショナリ（iCD）2015のタスクを取り入れています

②約40分で診断可能

③個人・組織単位で強み／弱みをフィードバック

④全国平均値との比較によりベンチマークが可能
⇒CSVデータの活用により自社独自の分析も可能

⑤豊富なオプション機能で多角的に結果を活用

10

社員のスキルを診断・分析し、人材戦略や人材育成に役立つ“見える化”を実現します



Copyright2021IT Skill Research Forum. All Rights Reserved.
11

シ
ス
テ
ム
管
理

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
製
品
開
発

レベル７

レベル１

レベル３

レベル５

レベル６

レベル２

レベル４

専門分野

応
用
ソ
フ
ト

ミ
ド
ル
ソ
フ
ト

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

業
務
パ
ッ
ケ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
管
理

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
共
通
基
盤

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｉ
Ｔ
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

メ
デ
ィ
ア
利
用
型
セ
ー
ル
ス

訪
問
型
製
品
セ
ー
ル
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

販
売
チ
ャ
ネ
ル
戦
略

業
務
シ
ス
テ
ム

アプリケー
ション

スペシャリ
スト

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ＩＴスペシャリスト

基
本
ソ
フ
ト

ソフトウェア
デベロップメント

シ
ス
テ
ム
開
発

プロジェクト
マネジメント

研
修
企
画

エデュケー
ション

運
用
管
理

ＩＴサービス
マネジメント

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

カスタマサービス

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ

訪
問
型
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
セ
ー
ル
ス

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ＩＴアーキテクト
コンサルタ

ント
セールスマーケティング職種

シ
ス
テ
ム
管
理

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
製
品
開
発

レベル７

レベル１

レベル３

レベル５

レベル６

レベル２

レベル４

専門分野

応
用
ソ
フ
ト

ミ
ド
ル
ソ
フ
ト

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

業
務
パ
ッ
ケ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
管
理

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
共
通
基
盤

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｉ
Ｔ
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

メ
デ
ィ
ア
利
用
型
セ
ー
ル
ス

訪
問
型
製
品
セ
ー
ル
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

販
売
チ
ャ
ネ
ル
戦
略

業
務
シ
ス
テ
ム

アプリケー
ション

スペシャリ
スト

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ＩＴスペシャリスト

基
本
ソ
フ
ト

ソフトウェア
デベロップメント

シ
ス
テ
ム
開
発

プロジェクト
マネジメント

研
修
企
画

エデュケー
ション

運
用
管
理

ＩＴサービス
マネジメント

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

カスタマサービス

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ

訪
問
型
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
セ
ー
ル
ス

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ＩＴアーキテクト
コンサルタ

ント
セールスマーケティング職種

ITスキル標準（v3） フレームワーク
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キャリアフレームワーク

全13職種、４２の専門分野で構成されます

※エデュケーション 専門分野「ラーニングコンサルタント」、「品質保証」「クラウド」職種についてはiSRFで独自に定義

iSRF
独自定義
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診断内容の全体像

コアコンピ
テンシー診断

専門スキル
診断

（パーソナルスキル含む）

達成度
指標診断
（ビジネス貢献・プロ
フェッショナル貢献）

コアコンピテンシー
レベル

（０～７レベル）

達成度指標レベル
（０～７レベル）

総合スキル
レベル

（0～7レベル）

13
職
種
／
42
専
門
分
野

タスクランク
（ランク：Ｒ０～Ｒ４）

※専門スキルレベル（０～７レベル）に変換

①コアコンピテンシー診断・・・全職種共通の「行動特性」
②専門スキル診断・・・職種毎の専門スキル診断と全職種共通の「共通スキル」
③達成度指標診断・・・過去の経験や実績 ex：PJの立場、規模、難易度など

iCD
（タスク）
を活用

診断内容 判定基準

診断結果
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コアコンピテンシー解説
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①専用ＵＲＬにアクセス、ログイン ②エントリーシートに本人属性、業務歴など入力

③スキル診断 （選択式の質問に回答）④その場で結果を閲覧できる

結果を項目ごと
にグラフ表示。
全国平均との比
較もできる

【受診者】スキル診断方法

コンピテンシー、
専門スキル、
達成度指標

約150～200問
時間の目安
40～50分程度

15
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① コアコンピテンシー （全職種共通 72問）

◆業種・職種に関わらず、ビジネスを効果的に進め期待される成果を継続的に生み

出していける 「取組姿勢」や「具体的な行動」

② 専門スキル（選択職種により設問数が異なります）

◆システム企画の上流工程から運用、保守といった下流工程にいたるまでのタスクに

基づくスキル

③達成度指標（選択職種により設問数が異なります）

【１】 「ビジネス貢献」 過去のプロジェクト経験や実績について

【２】 「プロフェッショナル貢献」 社内外への専門技術、後進育成に関する貢献

※1 選択した職種で設問が異なります

※2 選択した職種・専門分野で設問が

異なります

【受診者】スキル診断のメニュー

コアコンピテンシー診断

専門スキル診断

達成度指標診断

16
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診断結果について
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コアコンピテンシー評価

【受診者】スキル診断の結果画面

コアコンピテンシー得点（０～100点）

Lv.0~7（★）
① コアコンピテンシースキル
③ 専門スキル
④ 達成度指標

スキルレベル

専門スキル評価

タスクランク（Ｒ０～Ｒ４）

18

ITSSのレベルはこちらで確認
してください
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①従来：相対比較⇒タスク項目別の到達度合い＝絶対値との比較
②「専門コア」「専門サブ」「補助スキル」の3つでタスクを分類

【専門コア】スキル充足

【専門コア】スキル不足
⇒対策必須！

「専門サブ」スキル充足

「専門サブ」スキル不足
⇒担当する業務範囲に基づき判断

ギャップが見える
現状スキルと必要スキル
のギャップが見える

タスク専門性の分類
によりメリハリが出る

⇒メリハリが出、ギャップも明確になるため目標設定が行いやすくなる

【受診者】スキル診断の結果画面（個人の強み／弱み）
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【管理者】 キャリア・タスクポートフォリオ

ポートフォリオ内の数値（人数）をドリルダウンすることで
個人名の特定・診断結果の確認が可能です。

専門分野別
の集計・表示
も可能 「部門別」「職種

／専門分野別」
タスクの集計・
表示も可能

ドリルダウン ドリルダウン

【タスクポートフォリオ】【キャリアポートフォリオ】

20

＜メリット＞短期視点・長期視点で診断結果を有効活用する
・キャリアポートフォリオ＝長期視点「○年後にプロマネのレベル４以上を×人にする」
・タスクポートフォリオ＝短期視点「上記を実現するために、今年度は特に○○タスクを強化していく」
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【管理者】 全体集計結果メニューから閲覧できる画面

21

キャリアポートフォリオ

グラフ

タスクポートフォリオ

コアコンピテンシー
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（参考資料） 信頼度の表示

22
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診断結果の活用について
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ASP画面 一次加工 二次加工

ダウンロードメニュー

ITSS-DS 管理画面

iSRF 会員専用サイト

ITSS-DS Web画面 各社ごとに作成の報告書

※一次加工で作成した表やグラフ
をもとに、そこから読み取れるもの、
今後の課題や対策について、
わかりやすくまとめた資料。

診断結果の活用ステップ

企業レポート（有償）
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ITSS-DS 管理画面 各状況一覧の左下

Excel インポート

ダウンロードメニュー

工程別・個別スキル（前回比+全国比）
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1
0
0
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2010rdx平均 89名 45.0 49.8 43.9 50.6 54.7 58.3 

2009rdx平均 126名 23.3 28.9 35.6 38.4 43.3 42.5 

全国平均 53544名 36.1 42.8 42.9 49.3 51.6 51.2 

09年との差 21.6 20.9 8.3 12.2 11.4 15.8 

全国との差 8.8 7.1 0.9 1.2 3.2 7.1 
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グラフ化

診断結果データ各種を管理画面
より随時ダウンロード・保存するこ
とが可能です。
社内用資料、スキル統計データ
作成などに利用が可能です。

※印はオプションメニュー

【一次加工】 ～ITSS-DS管理画面～

基本メニュー

※上司補正

※職種間比較
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【一次加工】 ～iSRF会員専用サイト 「データライブラリ」～

会員としてご契約いただいた企業様には、会員専用サイト内の「データライブラリ」をご利用いただけます。こちらで
は、年齢別や役職別、業界経験年数別等の各種全国平均値データをダウンロード可能です。

iSRF 会員専用サイト
専用サイトご利用のご案内

各種全国平均値データ

会員ID

会員PW
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人材育成

人員配置

※評価・処遇

調達（企業間）

企業の経営目標に沿い、現状のスキルを
ITSSにより把握、不足している点を強化する。

プロジェクトに必要な要員を、従業員の
ITスキルを基に配置。

プロジェクトに必要な要員を企業間
（パートナー企業等）でITSS指標を
基に調達。
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目的ごとにみるITSS活用

PMのレベル４の人
いますか？

PMのレベル３なら
３人います

A社

B社

レベル２だから
昇給させません！

えっ！

ITSS指標のみで評価・処遇を行う事
は無理。会社への貢献度とITSS

レベルが同義でないため。
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ＩＴＳＳ-ＤＳ 活用事例①

同業他社との比較で客観的な分析と活用

SEの能力を客観的に評価するビジネスの
方向性に沿った人材育成に活用したい。こ
れが、オージス総研が「ITSS-DS」を導入し
たきっかけである。

同社のビジネス戦略を遂行する上でカギを
握るのは、オブジェクト指向技術である。そ
こで同社では、「ITSS-DS」をカスタマイズし
て、オブジェクト指向開発スキル診断も独自
に実施。それらの結果を人材育成に活用し
ている。

「『ITSS-DS』の良いところは、全国での受
診者の数が多いことです」、と担当者は評
価する。
「受診者が多ければ多いほど、データの信
頼性が増します。その中で自社のスキルの
位置づけや特性を客観的に捉えることがで
きるようになったこともメリットです。その上、
業種や規模など組織的に良く似た会社との
比較など、詳細な分析ができます。将来的
には、これらを自社の戦略に活かしていき
たいですね」（担当者）
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ＩＴＳＳ-ＤＳ 活用事例②

「キャリアパス」と「研修ロードマップ」の作成

取引先から「ITSSの職種でどんなレベルのエ
ンジニアがいるか」と問われ、自社のエンジ
ニアのスキルを正確に把握したいと考えたこ
とがITSS導入のきっかけ。
そして、「社員のスキルの把握と育成」、「自
社のスキル分布の把握」そして「研修制度の
見直し」を具体的な目標として設定した。

診断結果を踏まえて研修を受け、職場で経
験を積んで、本人だけではなく職場の管理
者や会社全体で社員をサポートして徐々に
レベルが上がっていくもの。
ITSSに対応した独自の研修ロードマップに基
づいて、eラーニングを受講できる。当初は一
人3コースまでという制限があったが、現在
では制限はなく、自由に受講できる制度と
なっている。

また人事制度の中にある「自己申告制度」に、
「ITSSの目標管理」という項目を新たに入れ、
2008年4月から新しい研修制度もスタートさ
せた。
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ＩＴＳＳ-ＤＳ 活用事例③

伸ばすべきスキルを特定しアサインに活用

スキルの可視化、客観的なものさしを用いて
自社社員の市場価値を認識することが、
ITSS-DS検討当初からの目的。
人事評価（処遇）とは連動させず、人材育成
目的で活用している。

診断結果をレベル別目標値データと比較し
て分析・活用している点が特に特徴的である。
具体的には、現在職種と将来目指したい職
種におけるスキルレベルを測定。職種別の
目標値と比較することで現在の弱点（伸ばす
べきスキル）がわかる。
その測定結果をもとに、成長を促す適切な
役割をプロジェクトでアサインしている。
スキル診断は次年度の効果測定にも役立っ
ている。

また、プロフェッショナル認定制度への活用
として、レベル４選抜育成にも診断結果を利
用し、様々な施策を実施している。

開発職種全員で受診、人事評価とは切り離して人材育成に活用
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オプション：タスク上司補正（管理者画面）

「専門スキル」はタスクの階層毎に回答者の数値を補正できます。
指定した階層（第1～3階層）を補正対象に設定が可能です。

＜メリット＞スキル診断回答者（受診者）の専門スキルを
会社として第3者チェックできます。

対応例：開発～テスト
は十分に経験をつんで
いるため「独力でできる
（R3）」に補正

受診者を並べ
て相対評価

自動反映

自動反映

31
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オプション：面談のための個人レポート

＜メリット＞面談の際にコミュニケーションが取りやすくなる
上司会話例：「君には○○のような人材になってほしい。そのために、この設問

には“独力でできる”と回答できるようになってほしい」等

32
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オプション：経年変化の比較

＜メリット＞CSVで加工しなくても、スキルアップできているかが
画面上で一目でわかる

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

今年度
診断中

診断結果 診断結果 診断結果 診断結果

2018年の診断結果

2019年の診断結果

2020年の診断結果

2021年の診断結果

今年度診断中の結果 ＤＳ_Ver7

各年のスキル変化を画面上で確認
≪履歴管理≫

33
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スキル診断ご利用の流れ
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2022年
4月

導入
診断実施
結果確認

集計・分析
フィードバック

・利用目的の整理

・オプション利用有無
の検討

・社内への周知

・iSRFへの入会

・診断申込手続き

・環境設定

・集計、分析作業

・上司との面談

今後のスケジュール （例）

5月 6月

活用

7月 9月8月
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準備～診断実施

お申込前のご検討事項

★お申込から実施までの流れ

iSRF入会

DS申込み

診断サイト
開設

利用環境
準備

システム
開設の

お知らせ

受診者へ
通知

約1週間
・診断期間設定
・部門設定
・管理者登録
・受診者登録
※初期設定オプション有

※

 どのような目的で利用するか？

 オプションの利用をどうするか？

 診断開始前の社員への説明はどのような形で行うか？

・・・


